
取り組みの詳細
＊漢字での「改善」は誤りや欠点を直す意味ですが、KAIZENは「作業効率を見直す
活動」のことで、一般企業で取り入れられています。その意味合いを考えローマ
字で表記しています。

生活スタイルの変化や社会教育団体への参画意識の変化
↓

保護者から「育友会活動が負担」との声
↓

①育友会組織の見える化をしよう
「育友会費使途がわかりやすいプリント」作成
「活動内容が具体的にわかりやすいプリント」作成

②参画意識向上や誰もが無理なく繋がることができるようにしよう
「従来の活動に対するアンケートを全世帯に実施」
「アンケートを基にした活動のKAIZEN（ベルマーク活動・あいさつ
運動）」
「従来からの懸念事項（プリント発行手順・役員選出方法）を

KAIZEN」
↓

・既成概念にとらわれない、前例踏襲だけではない「可塑性のある
組織づくり」
・巧遅より拙速「まずはチャレンジ。問題点はその都度KAIZEN。
また引き続きKAIZEN」

・何のための活動かがわかりやすくなり
参画意識の向上に繋がった。
・活動時間の短縮や、活動を選べるよう
になり、負担感の軽減に繋がった。

取組
概要

・保護者へのアンケートなどの結果などに基づき、あいさつ運動・役員
選出方法などをKAIZEN

・保護者への会費の使途伝達方法・常任理事会便りの内容などをKAIZEN

キーワード 組織の見える化/保護者の参画意識の向上/生活スタイルなどの多様性に配慮した可塑性のある組織づくり

成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介
「地域協働」
・健全育成会活動において、保護者が主
体的役割を担っている。
・育友会主催行事のワクワクふれあい広
場に地域の方を講師として招き、三世
代交流を図っている。
「会員相互の学び」
・図書ボランティア活動やおやじの会活動
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地 域 の 特 徴

本校がある諫早市真崎町は、諫早市西部に位
置し、西は大村市に隣接しています。校区内は
平成１１年から随所に新しい住宅地が造成され、
昔ながらの地域と新興住宅地が混在している地
域である。

学 校 の 特 徴

本校は昭和６１年に真崎小学校から分離して開校した
今年で３７年目を迎える市内で最も新しい小学校である。
開校当初に「地域に根差した教育活動の創造」を研究
テーマに取り組んだことから、現在でも地域団体との連
携や、保護者による育友会活動やボランティア活動が盛
んに行われている。
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担当課：生涯学習課

諫早市立真城小学校育友会長崎県

誰もが無理なく楽しく繋がる育友会を目指して～KAIZENの継続とチャレンジ～

「活動の継承」
＜課題＞コロナ禍後活動が平常に戻った
ときスムーズに行事などの開催が可能か。
＜今後の取り組み＞誰もが継承できるた
めの「マニュアル作成」


